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研究成果の概要（和文）：アカマツのマツノザイセンチュウ抵抗性（以下抵抗性）育種に伴い、その他有用形質にどの
ような影響が及ぶか推測するために、抵抗性の明らかな個体を親とする人工交配家系を使用して、さし木発根性、初期
成長、幹曲がり、ヤング係数について測定した。狭義の遺伝率は、それぞれ0.12、0.16、0.43、0.35と推定された。い
ずれの形質についても、抵抗性との間に有意な相関関係は認められなかった。この結果から、現状のアカマツ育種素材
のマツ材線虫病抵抗性について集団選抜を行って、集団の抵抗性が強くなる方向に遺伝的組成を絞り込んでも、直ちに
その他形質の平均値に影響がおよぶことはないことが推察された。

研究成果の概要（英文）：Genetic relationships between the resistance against pinewood nematoda (PWN) and 
other useful traits in Japanese red pine were investigated. Other traits included the rooting rate in 
cutting, young stage growth, straightness (1-5m) and elasticity (around 1.0-1.5m height). Narrow sense 
heritability was 0.12, 0.16, 0.43 and 0.35, respectively. Significant correlations between PWN resistance 
and each of the four traits were not detected in general combining ability. The results suggest that mass 
selection of resistance against PWN would not degrade the four traits.

研究分野： 林木育種

キーワード： マツ材線虫病　さし木発根性　通直性　初期成長　ヤング係数　遺伝的相関関係　集団選抜育種
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１．研究開始当初の背景
アカマツは本州から九州に天然分布する

木本植物で、和風建築において梁材や桁材と
して屋根瓦の重量を支える重要な役割を果
たしてきた。また、マツタケ菌の共生相手で
あるため、マツタケ生産の基盤としても利用
されてきており、一次産業上の有用資源であ
る。その他、今回震災において注目が集まっ
ている陸前高田の松原や松島などに代表さ
れるように、アカマツのある景観は日本人の
心を癒すと同時に防風防砂など人間の暮ら
しの保安資材として活用されてきている。し
かし，日本国内の温暖な地域においては、ア
カマツはマツノザイセンチュウ（以下「セン
チュウ」）を病原体としマツノマダラカミキ
リ（以下，「マダラ」）を伝播生物とするマツ
材線虫病（以下，「材線虫病」）を発病しやす
く、その被害地域は徐々に北日本へ広がりつ
つある。アカマツの有用性を活用していくた
めには何らかの防除策を講ずる必要があり、
センチュウ抵抗性（以下，「抵抗性」）個体の
選抜とその利用も防除の強化策と考えられ
ている。
 抵抗性個体の選抜については九州，四国お
よび本州瀬戸内海沿岸では
ら実際に試みられ，従来の全アカマツ集団よ
りは抵抗性が遺伝的に向上していると思わ
れる抵抗性個体群が分
方，アカマツの抵抗性遺伝子の単離について
は，試みられているものの，主動遺伝子と認
識される遺伝子は単離されていないことか
ら，アカマツにおける抵抗性は量的形質であ
る可能性がある。このことは，抵抗性遺伝子
は抵抗性マツ同士の交配と材線虫病生存個
体の選抜を繰り返すことで集積されること
を示唆していると同時に，アカマツの抵抗性
を遺伝的に改良する上で，量的遺伝学の解析
手法が有効であることを示唆している。
 アカマツ林には、木材生産林，マツタケ林，
防砂防風林など人工林としての機能発揮が
期待されるため，植栽
性といった付加価値が付随することが望ま
しい。付加価値の付随を予測するには，抵抗
性個体群選抜にともなうこれら付加価値の
変動がシミュレーションされる必要がある。
このシミュレーションは，抵抗性とその他諸
形質の遺伝的相関関係を調べた上に初めて
成立するが，人工交配家系を用いてセンチュ
ウ抵抗性の遺伝解析を行った例が少数ある
のみで，他の付加価値の遺伝性については，
ほとんど解析されてきていないと思われる。
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のか、もしくは無関係なのか、について量的
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